
愈

皇

と

醐

皇

と

(

}

)

吹

毛

軒

山

崎

盆

洲

＼

我
等
日
本
臣
民
は
、
我
國

の
現
情
よ
り
見
て
、
今

日
如
何
な
る
理
想
に
向

つ
て
、
何
を
爲
す

ぺ
き
か
、

叉
世
界
各

國

の
情
勢
を
如
何
に
認
識
す
べ
き
か
、
叉
臣
民
と
し
て
の
公
・務
を
如
何
に
す
れ
ば
誤
り
な
く
鑑
し
得
る
か
が
現
今

我

等

に
與

へ
ら
れ
た
最
大
な
問
題

で
あ
り
、
こ
れ
を
急
速

に
實
行
し
實
現
す

べ
き
時
で
あ
る
と
信
す
る
も
の
で
あ

る
。

今
日
世
界
各
國
の
動
向
は
、
明
日
を
論
ぜ
ら
れ
ぬ
動
向

で
、
猫

の
目
よ
り
も
、
七
面
鳥

の
獲
化
よ
り
も
急

に
、
寸

時
も
油
漸
を
許
さ
ぬ
権
謀
術
策
を
弄
し
て
、
道
義

を
無
親
し
、
利
害
關
係
の
上
に
は
、

一
切
他

の
得
失
を
顧
み
す
、

口
に
親
善
を
唱

へ
な
が
ら
、
實
は
我
利
々
々
圭
義
で
、

一
片
の
親
切
同
情
な
ぞ
は
、
寸
毫
も
持
ち
合

さ
ざ
る
も
の
、

如
く
、
吾
人
を
し
て
唖
然
た
ら
し
む

る
行
動
を
敢

へ
て
な
し
て
少
し
も
は

ゴ
か
ら
ぬ
の
が
、
現
在
諸
外
國

の
政
策
で

あ
り
、
個
人
圭
義
國
家

の
情
識

で
あ

る
と
見
る
も
誤

で
は
な

い
と
思

ふ
。

こ
れ
が
今

日
各
國
の
動
き
で
あ

る
。

そ
れ
か
ら
見

る
と
、
日
本
人
は
義
理
堅

い
、
正
直
な
國
民
性

で
あ

る
か
ら
、

一
度
約
束
を
す
れ
ば
、
如
何
な

る
困

難

に
遭
遇
し
て
も
、
能

く
そ
の
約
束
を
護
り
、
利
害
を
超
越
し
て
徹
底
先
方
を
信
じ
て
疑
は
ぬ
。
ゆ

へ
に
時
と
し
て

賦
大

に
馬
鹿
を
見
る
.」
と
が
あ

る
。
從
來
支
那
に
樹
す
る
、
親
切
も
結
構

で
は
あ
る
が
、
始
絡
老
婆
親
切
が
描
ぎ
て

6



事
件

の
解
決

に
は
損

も
し
、
無
駄
手
間
も
あ

る
。
支
那
人
を
濟
度
す
る
に
は
、
も
う
少
し
手
嚴
び
し
く
、
支
那
民
情

を
知
る
必
要
を
鳳
す
る
。
「
父
嚴
な
ら
ざ
れ
ば
子
孝
な
ら
す
」
。
支
那
人
は
矢
張
り
、
親
善
よ
り
も
自
毘
を
な
さ
し
む

べ
き
手
段
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
古
語
に

「
～。番

寒
の
骨

に
徹
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
い
か
で
か
梅
花

の
香
し
き
を

知
ら
ん
」
で
、
今
度

の
職
孚
で
苦
難
を
骨
身
に
徹
せ
し
め
て
置
く
こ
と
が
肝
要
と
思

ふ
。

今
迄
の
如
く
米
國
式
を
讃
歎

し
、
英
國
流
、
佛
國
形
を
模
し
、
濁
逸
精
騨
を
取
り
入
れ
る
愚
を
止
め
て
、

日
本
は

価

ど

こ
ま
で
も
日
本
特
有
の
國
民
性
と
建
國
の
精
神
を
登
現
す
べ
き
で
あ

る
。

我
國
は
神
國
で
あ
る
、
紳

の
心
を

心
と
し
て
正
直

に
立
つ
て
號
令
す
べ
し
。
古
よ
り
邪
は
正
に
勝
た
す
と
云
ふ
。

大
義
至
誠
は
、
天
の
聲

で
あ
り
、
憩
の
心
で
あ
り
、
人
類
李
和
の
基
本
、
人
世
生
活
上

一
日
も
鉄
く
べ
か
ら
ざ
る
大

道
で
あ

る
。

こ
れ
八
紘

一
宇
の
大
精
神

に
し
て
、
こ
れ
を
徹
底
顯
現
し
高
唱
す
る
の
が
、
日
本
人
の
使
命

で
あ
b
、

日
本
の
國
膿

で
あ
り
、

こ
れ
日
本
人
の
聖
業

で
あ
る
。

こ
の
奪

き
使

命
と
聖
業
を
自
畳
し
理
解
し
て
、
道
義
を
無
覗
し
個
人
圭
義

に
堕
落
し

つ
～
あ
る
國
家
を
し
て
、
八

紘

一
宇

の
我
國
膿

の
眞
義
を
領
得
せ
し
め
、
こ
れ
を
指
導
す

る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
寸
時
も
忘
れ
て
は
な
ら
顧
。

我
國
膿

と
國
民
性
.は
、
開
國
以
來
世
界
を
指
導
し
、
人
類
を
救
濟
す

べ
き
使
命
を
具
有
す
。
換
言
す
れ
ば
、
我
が

國
は
世
界

の
本
家

で
あ
り
、
租
先
で
あ
り
、
父
母
國

で
あ

る
。

萬
世

一
系

の
我
が
國
は
世
界
無
比
の
國
膿

に
し
て
、

尊

皇

と

灘

、

(
二
)
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尊

皇

と

暉

(
三
)

天
照
大
紳
と
同

一
身

に
ま
し
ま
す
。
宇
宙
の
最
高
唯

一
神
、
宇
宙
統
治
の
最
高
神
た
る

天
皇
顯
現

の
國
な
れ
ば

な
り
。

.

實
に
世
界

の
齊
し
く
依
る
べ
き
こ
と
は
騨
典
に
明
か
に
宣
言
さ
れ
た
る
、

-

天
照
大
紳
の
下
し
賜

へ
る

御
紳
勅

に

豊
葦
原
の
千
五
百
秋
の
瑞
穗

の
國
は
、
是
れ
吾
が
子
孫
の
王
た
る
べ
き
地
な
り
、
宜
し
く
爾
皇
孫
就
き
て
治

せ
。

さ
き
く
ま

せ
。
寳
扉
の
隆
え
ま
さ
ん

こ
と
,
當

に
天
壌
と
窮
り
無
か
る
べ
し
。

紳
武

天
皇

の
御
宣
言
に
、

養

正
の
心
を
弘
め
、
六
合
を
粂
ね
て
都
を
開

き
、
八
紘
を

一
宇
と
な

さ
ん
。

明
治
天
皇
の

四
方
を
経
螢

し
萬
里
の
波
濤
を
開
拓

し
て
,
天
下
を
富
岳

の
安
き
に
置
か
ん
。

の

と
の
御
信
念
は
、
共
に
土
ハ
に
紳
國
日
本
建
設
以
來
の
大
理
想
に
し
て
、

こ
の
八
紘

一
宇

の
大
理
想
顯
現
こ
そ
、
實

に
世
界

に
於
け
る
、
父
母
國
た
る
日
本

の
使
命
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
自
で
あ
る
。

ー

天
皇

は
絶
野

に
ま
し
ま
し
て
、
森
羅
萬
象

は

天
皇

の
御
姿
な
ら
ざ
る
は
な
く

天
皇

の
顯
現
な
ら

ざ

る

は

な

し
。
宇
宙
は
神

の
顯
現
に
し
て
即
ち

天
皇
道

で
あ

る
。

か
く
の
如
き
奪
き
、
紳

の
顯
現
で
あ
る

天
皇

を
戴
き

天
皇

の
御
姿
を
拝
し

大
御
心
を
膣

し
て
、
全
世
界
を

8



救
濟
し
、
宇
宙
の
全
人
類
を
指
導
す

る
の
責
務
を
持

っ
我
國
民
は
、
誠

に
光
榮
で
あ
り
.
幸
幅

で
あ
る
、
こ
の
皇
國

日
本

に
生
を
受
け
た

る
こ
と
を
威
謝

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

.

可

宇
宙
の
唯

一
紳
、
最
高
の
眞
理
具
現
者

で
あ
ら
せ
ら
る

、

天
皇
を
信
仰
し
、
萬
古

天
皇
を
仰
ぐ
是
れ
皇
民
の
、

㎝禺
國

履
比
類
な
き
名
轡

で
あ

る
。
ゆ
・
へ
に
、

吾
等

の
信
仰
は

天
皇
陛
下
中
心
信
仰
で
あ
る
。

吾
が
溜
岬宗

で
は
、
宇
宙
の
大
道
、
帥
ち
眞
理

に
融
合

せ
ん
が
爲

に
、
十
年

二
十
年
坐
繹

の
修
行

に
よ
り
、
正
念
を

相
績

し
て
、
自

己
本
來
具
有
す
る
本
心
本
性
を
暗
ま
す
大
敵
た
る
我
慢
我
執
、
私
利
私
欲
を
折
伏
し
去
り
て
、
宇
宙

の
唯

　
佛

の
境
地
に
達
せ
ん
と
行
業
純

一
に
修
行
し
て
、
法
身
佛
を
禮
得
す
、
こ
れ

天
皇
道
の
顯
現
に
外
な
ら
す
。

こ
の

天
皇
道

た
る
人
間
の
本
性

に
還
ら
せ
、
肚
會
を
救
濟

せ
ん
と
す
る
、

こ
れ
佛
道

の
人
世
に
映
く
.べ
か
ら
ざ
る

教
法
で
あ

る
。

灘

の
極
致
よ
り
云

へ
ば

天
皇

に
蹄

一
し
奉

ら
し
む
る
た
め
の
修
行
の
法
門

に
し
て
、
自

己
救
濟

の
爲
の
修
養

に

あ
ら
す
。
し
か
し

天
皇

に
蹄

一
し
奉
る
こ
と

に
依
て
、
自
己
も
叉
救
濟

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
大

日
如
來
、
阿
彌
陀
佛
を
念
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
大
日
如
來
、
彌
陀
佛

に
救
は
れ

る
の
で
は
な
く
、
大
日
如
來
彌
陀

佛

に
蹄
依
、
賜

一
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
吾
も
叉
救
濟

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

巧
利
的
欲
望
を
な
く
す

る
爲
に
、
心
身
脱
落
と
云
ふ
心
身
を
棄

て
切
る
修
行
を
な
す
、
そ
の
心
身
脱
落

に
到

る
の

尊

皇

と

輝

(四
)

'
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尊

皇

と

灘

御

(
五
)

が
、
見
性
で
あ
り
、
大
悟
で
あ

る
。

こ
れ

天
皇
に
蹄

一
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

灘

で
は
.
心
身

一
如
、
凡
佛

不
二
の
妙
境
を
自
得
す
る
の
が
修
行
の
目
的
で
、
日
本
的

に
言

へ
ば
、
心
身

一
如
、

凡
佛
不
二
と
は
、
君
民

一
膿

へ
の
修
養
、
帥
ち
思

へ
の
道

で
あ
る
。

こ
れ
君
民

一
膿
の
自
己
が
奪
き
に
あ
ら
す
、
自

己
に
膿
現
せ
ら
れ
た
る

天
皇

の
奪
ぎ
を
膿
得
す
る
の
で
あ
る
。

身

の

だ

め

に

君

を

思

ふ

は

二

心

君

の

た

め
、に

は

身

を

も

思

は

じ

天
皇
は
國
家

の
た
励
の
も
の
に
あ
ら
す
、
國
家
は

天
皇

の
た
め
に
あ
り
。

か
く
の
如
き
大
自
畳
は
、
永
遠
悠
久
の

天
皇

の
唯

一
最
高
道

に
よ
り
、
國
民

の
頭
上
に
明
自

に
現
は
る
。

自
己
の
學
殖
、
職
業
乃
至
生
活

の
程
度
に
よ
り
て
、
奪
皇

の
程
度

に
輕
重
が
あ
ら
ば
、
そ
れ
は
自
己
中
心
の
人
物

で
あ
り
、
唯

々
身

心
を
捨
て
棄
て

、
、
更

に
何
物
を
も
望
む

こ
と
な
く
、
本
來
無

一
物
、
無
所
得
、
只
管

に

天
皇

に
蹄

「
し
、
蹄
命
す
る
こ
と
、

こ
れ
國
民
大
悟
の
境
涯
な
り
。

天
皇

の
大
御
心
に
合

ふ
如
く
、

「
私
」
を
去
り
て
行
爲

す
る
。
是

れ
日
本
人

の
道
徳

に
し

て
、
御
歴
代
皇
租
皇
宗

の
御
詔
勅
は
、
皆

こ
れ
大
御
心
の
螢
露

に
外
な
ら
す
。
此
の
御
勅
語

の
大
精
紳
は

「
天
壌
無
窮
の
皇

運
扶
翼
」

に
し

て
個
人
道
徳

の
完
成
に
非
す
。

天
皇

の
御
守
護

に
は
、
老
若
男
女
を
問
は
す
、
貴
賎
貧
富

に
拘
ら
す
、
國
民
齊
し
。

く
馳
せ
屡
じ

て
以

て
死
を
鴻
毛
の
輕
き
に
此
す

る
こ
と
、
こ
れ
日
本
人
道
徳
完
成
の
撹
で
あ
る
。
天
皇

の
御
爲

に
死
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す

る
こ
と
、
是
れ
道
徳
完
成
な
り
。
天
皇
と
同

一
膿
な
る
が
故
に
、
吾
々
の
日

々
の
生
活
行
爲
は
悉
く
、
皇
作
、
皇

業
ど
な
る
。
こ
れ
日
本
人
の
道
徳
生
活
で
あ

る
。

こ
の
道
徳
生
活
を
膿
得
實
現
す
る

の
に
、
灘
的
修
養

に
よ
り
、
飯

に
逢
ふ
て
は
飯
を
喫
し
、茶

に
逢
ふ
て
は
茶
を
飲
む
、
行
も
叉
暉
、
坐
も
叉
灘
と
云
ふ
。
灘
的
修
養

に
依
ら
ね
ば
、
た

だ
知

つ
た
、
分

つ
た
と
云
ふ
の
み
に
て
、

日
常
生
活
に
實
現
す
る
こ
と
能
は
ぬ
。

吾
が
宗
祀
臨
濟
灘
師

曰
く

『
吾
れ
法
の
爲

に
喪
身

失
命
を
避
け
す
』
と
、

叉
京
都
大
徳
寺
開
山
大
燈
國
師
の
遺
誠

に
曰
く

『
佛
租
不
傳
の
妙
遣
を
以
て
胸
間
に
掛
在
せ
ず
ん
ば
、
忽
ち
因
果
を
機
無
し
、
眞
風
地

に
堕

つ
皆
是
れ
邪
魔
.

の
種
族
な
り
、
老
僧
世
を
去
る
こ
と
久
し
く
と
も
、
兜
孫
と
稽
す

る
こ
と
を
許
さ
す
、
或
は

一
人
あ
り
野
外

に
綿
絶

し
、

一
把
茅
底
折
脚
錨
内

に
野
菓
根
を
煮

て
喫
し
て
、
日
を
過

ず
と
も
專

一
に
已
事
を
究
明
す

る
底
は
、
老
僧
と
日

々
相
見
報
恩
底

の
人
な
り
』
と
、
叉
同
じ
く
妙
心
寺
開
山
關
山
恵
玄
國
師
は

『
悪
玄
が
這
裏

に
生
死
な
し
』
と
喝
破

せ
ら
た
。

み
ん
き

明
極
楚
俊
藤
師
は
、
大
楠
公
戦
死
直
前

に
於
て

『
生
死
交
叉
の
時
如
何
』
の
問

に

『
爾
頭
を
戴
断
し
て
、

一
劒
天

に
碕

つ
て
寒
ま
じ
』
と
答

へ
て
、・
殉
忠
報
國
と
生
死
不
二
の
端
的
を
直

指
さ
れ
た
。

か
く
の
如
く
、
灘
的
境
地
を
以
て
、
皇
運
扶
翼

の
大
道
を
明
示
し
て
省
悟

せ
し
め
、
國
民

の
正
路
を
端
的
に
直
示

さ
れ
た
も
の
、
無
學
暉
師
の
北
條
時
宗

に
於
け
る
が
如
く
其

の
他
史
實

に
明
か
で
あ
る
。

灘

の
修
養

に
よ
り
て
、
大
義

に
透
徹
し
、
奪
皇
精
紳

に
生
き
る
こ
と
の
出
來
る
の
は
、
畢
覧
、
奪
皇
精
紳
と
灘

の

軍

皇

と

郡

(
六
)
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箪

皇

と

灘

(七
)

境

地

が
、・
一
致

す

る
か
ら

7、
・あ

る
。

曹

洞
宗

の
開
租

道

元
灘
師

曰
く
、

『
佛

法
を

習

ふ
と

は

、
自

己
を
習

ふ
な
り

、
自

己
を

習

ふ
と
は

自
己
を

忘

る

～

な

り
」

と

、

滅
私

奉
公
と

は
、
即

ち
佛

法
を
習

ふ
に
あ

る
。

快

川
灘
師

の

「
心
頭
を

滅
却

す
れ
ば

、

火
も

叉
凍

し
」

と

絶
叫

さ

れ
し

は
、

困
苦
映

乏

の
大
精

紳

を

甘
受

し

て
飴

り

あ

り
。

山
中
鹿

之
助

の

『
我

に
七
難

八

苦
を

輿

へ
給

へ
』

と
、

三

ヶ
月

に
所

り

し

に
、
優

る
こ
と

幾

千
萬

倍
ぞ

。

世

の
中

で
第

一
等

の
人

物
と

は
我
執

去

つ
て
、
奪
皇

殉
皇

に
生

き
抜

く
人

で
あ

る
。

元
來

宗
敏

も
、

教
育

も
、

藝
術

も
、

交
學

も
悉

く
、

無
我

無
執

の
大

道

に
到

る

の
道

な
ら

ざ

る
は

な

い
。

眞
忠
は
忠
を
忘
る
、
書

・冗
れ
忠
な

る
か
故
に
。

醍
醐

天
皇
延
喜
元
年
、
菅
原
道
眞
公
は
、
俵
姦
藤
原
時
李
の
離
に
遭
ひ
、
順
逆
の

一
大
事
な

る
に
、
更

に
辮
疏

の

意
な
く
、
只
管

に
、
勅
命
を
畏
み
、
大
宰
府

に
既
せ
ら
る

～
や
、
常

に
謡
居
の
門
を
閉
じ
て
謹
愼

せ
ら
れ
、
日
夜
恩

・

賜

の
御
衣
を
捧
持
し
て
鯨
香
を
拝
し
、
聖
恩

の
無
窮
を
喜
び
、
聖
壽

の
萬
歳

を
所
ら

る
、
何
ぞ

そ
の
心
の
忠
烈
な

る
。

奪
皇
に
生
き

る
の
忠
臣
と

云
ふ
べ
し
。
高
杉
東
行
の
歌

へ
る
如

く
、
『
君
見
す
や
忠
鬼
と
爲

る
菅
相
公
、
霊
魂
禽
在
り

天
拝
山
』

古
よ
り
誕
姦
忠
節

を
害
し
、
忠

臣
君
を
思
ふ
て
躬
を
懐
は
す
、
識
と
否
と
を
問
は
ず
、
勅
な

れ
ば

い
と
ど

ひ
れ

畏
み
鰭
伏

し
奉
り
、
詔
を
承
け
て
は
必
す
謹
み
奉
る
、
是
れ
皇
國
臣
民

の
第

一
義
で
あ
ろ
。

忠
臣
大
楠
公
の
如
き
、
献
策
途
に
用
ひ
ら
れ
す
、
大
命
出

つ
る
や

一
途

に
畏
み
、
湊
川

に
出
陣
し

大
君
を
思

へ
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ば
心
安
か
ら
す
、

一
子
正
行
を
残
し
て
、
天
皇
の
御
守
護

に
任
ぜ
し
め
、
躬
は
忠
魂
と
な
り
て
、
三
世

一
貫
更

に
寸

毫
の
私
心
な
し
。
百
世

に
相
傳

へ
て
戚
憤
與
起
せ
し
む
、
大
命

重
く
、
身
命
を
朋
毛
の
輕
き
に
比
す
、
皇
國
の
報
鑑

で
あ
り
、
此
れ
宗
敏
的
行
爲

に
よ

つ
て
得
た
る
信
念

に
し
て
、
奪
皇

に
生
き
た
る
忠
士
で
あ
る
。

-

萬
山
重
か
ら
す
君
命
重
し
、

一
髪
輕
か
ら
す
我
命
輕
し
。

李
重
盛
は
、
父
清
盛
の
不
臣
を
諌

め
て
日
《
、

『
父
命
・を
以
て
王
命
を
辮

せ
す
、
王
命
を
以
て
父
命
を
僻
す
、
家

事
を
以

て
王
事
を
僻

せ
す
、
王
事
を
以

て
家
事
を
僻
す
、
君
と
父
と
を
虹

べ
て
親
疎
を
分

つ
こ
と
な
く
、
君
に
附
き

奉

る
は
忠
臣
の
法
な
り
』
と
、
實

に
重
盛
は
國
膿
を
辮

へ
、
君
臣
の
大
義
に
透
徹

せ
る
忠

臣
と
い
ふ
べ
し
。

思
ふ
に
今
時
支
那
事
攣
に
際

し
、
鷹
召

せ
ら

る
、
や
、
將
兵
各
位
は
、
生
死
を
顧
み
ず
、
家
事
を
捨

て
、
陛
下
の

股
肱
と
し
て
、
山
野
幾
萬
里
の
外
に
日
夜
寒
暑
を
侵
し
て
、
奮
圖
適
進
し
、
天
壌
無
窮
の
皇
蓮
を
扶
翼
せ
ら
る
。
こ

'

れ
實
に
皇
國

の
精
華

に
し
て
、
大
義

に
立
脚

せ
ら
る

～
殉
忠
の
士
と
い
ふ
べ
し
。

畏
れ
多
く
も
上

陛
下
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
、
日
夜
仰
ぎ
て
は
紳
明

に
仕

へ
給
ひ
、
傭
し
て
は
人
民
を
安
じ
給
ふ
。

こ
れ
紳
人

一
膿

に
基
く
祭
致

一
致
の
御
天
職
を
全
う
し

天
下
を
御
調
理
遊
ば
さ
る
。

.

曳

叉
法
を
以
て
民
を
帥
ゐ
給
ひ
、
徳
を
以

て
民
を
服
し
給

ふ
。

こ
れ
君
臣

一
艦

の
御
天
業
を
以
て
國
家
を
李
治
し
給

ふ
の

大
御
心
と
拝
し
奉
ろ
の
で
あ

る
。

陛
下
は
國
治
り
民
安
か
る
を
以
て
大
御
心
と
爲
し
給
ひ
、
國
治
ら
す
民
安
か
ら
ざ
る
を
以

て
御
憂
と
爲
し
給
ふ
の

尊

皇

と

輝

(八
)
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算

皇

と

羅

£

)

で

あ

る
。

ゆ

へ
に
臣
民

た
る
者

は
、
我

見
我

意

を
去

り
、

私

心
私
利

を
棄

て

、・
、

只
管

に

陛

下

に
忠

義

を
霊

し
奉

る

を

臣
民

の
道
と

な
す

、

こ
れ

で

こ
そ
、

君
民

一
騰

、

上
下

一
心

の
國
燈

と
申

す

べ
き

で
あ

る
。

そ

の
忠
義

を
蓋

し

た

る
と

同
時

に
、

國
土
人

民

の
安
寧

幸
編

を

得
ら

る

～
こ

と
、

こ
れ

一
騰

一
心

の
働
き

で
あ

り
、

こ
れ
が

國
膿

の
妙

の
り

慮
で
あ
り
、
こ
れ

皇
祀
皇
宗

の
大
御
掟
で
あ

つ
て
、
紳
孫
の
大
御
法
で
あ
る
。

仁
徳
天
皇
の
、
浪
波
高
津
の
宮

の
御
仁
政
の
如
き
、
大
御
心
の
御
磯
露

で
あ
る
。

後
醍
醐

天
皇

の
御
製

世

治

ま

り

民

安

か

れ

と

所

る

こ

そ

我

身

に

つ
き

ぬ

思

ひ

な

り

け

り

孝
明
天
皇
の
御
製

澄

ま

し

得

ぬ

水

に

我

身

は

沈

む

と

も

濁

し

は

せ

し

な

四

方

の

民

草

.

明
治
天
皇

の
國
威
宣
揚
の
御
詔
勅
の
中

に

あ
た

「
今
般

朝

政

一
新

ノ
時

二
鷹

り
、

天
下
億

兆
、
一
モ
其

ノ
所

ヲ
得
ザ

ル
ト
キ

ハ
、
皆

膜

ヵ
罪

ナ

レ

ハ
」

と

宣

は

せ
ら

れ

た

る

大
御

心

は
全

く

天
照

大
瀞

の
御
精

耐

と
申

す

べ
・く
、

國
民

は

齊
し

く
恐

愕
漸

死

す

べ

き

で
あ

る
』

君
民

一
膿

と

は

い

へ
、

君
民

が
混
雑

混
合

す

る

こ
と

で
は
な

く
、

君
民

の
分

は

元
よ
り

明

か
な

る
が

故

に
、
君

の

14



心
と
民
の
心
と
其
の
蹄
を

一
に
す
る
の
で
あ

る
。

大
日
本
は
神
國
な
り
、
天
祀
始
め
て
基
を
開

き
、
日
紳
長

く
統
を
傳

へ
給

ふ
。
ゆ

へ
に
大
義

天
地
を
貫
き
、
君
臣

の
分
は
柄
乎
と
し
て
日
月
の
如
し
。
君
無
窮
な
れ
ば
、
扶
翼
の
臣
も
亦
無
窮
な
り
。

も

一
切
の
物
が
皆
流
轄
す
る
中

に
於
て
、
宇
宙
に
於
て
は
天
地
の
位
は
鍵
ら
す
、
人
間
に
於
て
は
君
臣
父
早
の
位
は

愛
ら
す
、
從

つ
て
吾

々
が
日
常
踊
む

ぺ
き
道
と
し
て
の
忠
孝

の
大
義
は
断
じ
て
愛
ら
な
い
。
そ
の
理
法
を
吾
物
に
す

る
の
が
、
悟
り
で
あ
り
、
信
仰

で
あ

る
。
信
仰
.ど
は
藩
し
て
書
し

て
誰
し
ぬ
く
こ
と
で
あ
る
。

頼

三
樹
三
郎

の
死
刑
に
遭
ふ
や
、

わ

か

罪

は

君

か

世

思

ふ

ま

こ

こ

ろ

の

深

か

ら

さ

h

し

し

る

し

な

り

け

り

天
皇
は
民

に
徳
を
垂
れ
さ
せ
給
ひ
、
民
は

天
皇
を
紳
と
仰
ぎ
皇
運
扶
翼
を
專

一
と
な
す
。
そ
れ
は
國
民
各
自
の

業
務
仕
事
を
通
じ
て
、
天
皇

の
大
御
心
に
添
ひ
奉
る
庭
に
、
紳
閥
精

脚
の
永
遠
に
生
き

る
骨
髄
が
あ
る
似
そ
れ
で
國

民
遣
徳

の
上
に
は
、
権
利
義
務
、
又
は
犠
牲

は
な

い
。
君
は
民
を
養
ひ
、
民
は
君
の
爲

に
捧
げ
、
親
は
子
の
爲
に
子

は
親
の
爲

に
捧
げ
る
、

つ
ま
り
捧
げ
合
ひ
の
道
徳

で
、
自
分
を
捧
げ

て
相
手
の
中
に
生
き
る
、
捧
げ
合
ひ
の
日
本
精

紳
を
特
に

君
に
捧
げ

て
貧
皇
精
紳
を
深
め
る
。

こ
れ
が
爲

に
、
法
律
、
敏
育
、
宗
教
、
政
事
、
産
業
等
も
必
要
で

あ

る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
天
業
を
恢
弘
し
、
皇
道
布
施

の
世
界
維
新

に
遇
進
す
る
。
少
く
と
も
東
亜
の
維
新
即
ち

律

皇

と

輝

(
叫
O
)
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琢

皇

と

藤

(
一
一
)

天
皇
を
盟
圭
と
し
奉

る
東
亜
の
結
成

に
奮
進
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
し
か
ら
す
ん
ば
七
生
滅
賊
も
塞
論

と
な
り
、
皇
蓮
扶

翼
も
塞
念
佛
に
絡
る
。

天
皇
陛
ド
萬
歳
を

日
夜
自

己
生
活

の
中

に
具
現
し
奉
行
し

つ
～
全
身
全
力
を
傾
倒
し
、
皇
蓮
を
無
窮

に
扶
翼
し
、

皇

莱
を
四
海

に
宣
布
し
、
八
紘

一
宇

の
精
神
を

此
の
地
上
に
建
設
す

る
は
、
皇
國
臣
民
最
大
の
責
務

で
あ

る
。
奪
皇

は
絶
封
な
り
、
皇
民
の
望
む
庭
は
高
位
高
官
,
蓄
財
に
非
す
忠
烈

の
大
士
で
あ
る
。

繹
奪

の
菩

提
樹

下
に
於
け
る
、
心
中
無
藪

の
魔
軍
と
闘
ひ
、
途
に
強
賊
を
亡
ぼ
し
、
宇
宙
永
遠
の
大
生
命
を
活
し

た
る
も
、
猶
全
世
界

の
人
類
を
救
濟

せ
す
ん
ば
、
我

正
畳
を
取
ら
ず
と
誓
願
す
。
繹
埠
を
し
て
日
本
に
生
を
受
け
し

め
な
ば
、
大
日
、
阿
彌
陀
を
読
か
す

天
皇
蹄
依
の
妙
諦
を
顯
現
し
皇
道

の
第

一
義
を
宣
布
せ
ら
れ
ん
。
故
杉
本
中

佐

の
如
き
、
二
十
飴
年
輝

の
苦
練
に
よ
り
渉
尊
皇
精
神

に
生
く
。
無
私
無
我

の
灘

に
徹
し
て
、
皇
運
扶
翼

に
逼
…進
す

る
こ
と
が
奪
皇
の
秘
法
に
し
て
、
億
兆
そ
の
堵

㌍
安
ん
す
ろ
の
皇
談
は
實
現
成
就
す

べ
し
。
杉
本
中
佐
曰
く
、
「
汝
吾

を
見
ん
と
要
せ
ば
奪
皇

に
生
き
よ
、
奪
皇
精
紳
の
あ

る
慮
常

に
我
在
り
。
」

(
絡
)
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